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令和５年度 雲南市防災会議 会議録 

 

日時：令和５年６月１日（木） 

１０：００～１１：００ 

会場：雲南市役所５階全員協議会室 

 

 

景山防災部長 

皆様おはようございます。それでは定刻となりましたので、ただいまから令和５年度雲南市

防災会議を開催いたします。本日は皆様には大変お忙しい中ご出席いただきまして、誠にあり

がとうございました。本日の進行を務めます雲南市防災部の景山でございます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

では、まず開会にあたりまして会長であります石飛市長がご挨拶申し上げます。 

 

石飛市長 

改めまして皆さんおはようございます。本日は誠にお忙しい中、雲南市防災会議にご出席い

ただきまして誠にありがとうございます。また平素から本市の防災行政の推進につきまして格

別のご高配を賜っておりますことに重ねてお礼申し上げます。皆様方には、本年度より２年間

雲南市防災会議の委員をお願いさせていただいたところでございます。この防災会議は、この

雲南市が作成いたします地域防災計画や水防計画につきまして、それぞれの立場からご意見を

お聞きする場というふうに考えております。皆様方からどうか忌憚のないご意見をいただきま

すようによろしくお願い申し上げます。 

皆さんご存知の通り、最近の災害は激甚化、頻発化してきております。特に水害に関して見ま

すと、この気象変動の影響によりまして線状降水帯と呼ばれるような、短時間雨量が著しく大

きくなってきている、あるいは台風が大型化してきている、そうした従来と異なるようなこの

災害の対応を示しているところでございます。治水、砂防などの防災の対策についても当然行

っていかなければなりませんが、全てにすぐに対応できるものではございません。どうしても

この災害が発生をする、それに対して避難やあるいはその活動、行動によって命を守っていく

ということが重要になってくるというふうに考えております。また、防災、災害対応という物

は、このようにしておけば大丈夫というようなものではないと考えております。また、全ての状

況に対応するための準備を行うということも大変に難しい問題だと思っております。 

しかしながら、災害の対応というものは今回お諮りする地域防災計画というものは作ってま

いりますが、当然災害の対応も様々でございます。じっくり雨が降る場合、あるいは急に雨が降

る場合、それぞれによって対応の仕方は異なってまいりまして、臨機応変に対応していかなけ

ればいけません。しかしながら、その芯となる計画というものがあって、それを皆様方がご理解

いただくことで、この実際の災害が発生した時により正しい判断、より正しい対応、そうしたも

のができる、できるようになるものと考えているところでございます。できる限りの想定をし
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て、その中でできることは準備しておくことが必要でございます。 

本年度も地域自主組織の皆様と協同した避難所開設訓練や、あるいは様々な防災訓練、原子

力災害の広域避難訓練、そうしたことを通じて計画をより充実していく、そうした取り組みも

重要だというふうに思っております。本日は令和５年３月の島根県地域防災計画及び島根県水

防計画の修正に基づきまして、雲南市の地域防災計画及び水防計画の修正について議題として

おります。最初冒頭申しましたが様々な知見を集めた、より良い対策としてまいりたいと考え

ておりますので、忌憚のないご意見を賜りますようによろしくお願い申し上げます。もう梅雨

に入りまして、これから十分な警戒が必要な時期となります。市としても防災対策に万全を期

してまいりますが、関係機関の皆様におかれましては引き続きご支援ご協力を賜りますように

お願い申し上げまして、開会にあたってのご挨拶とさせていただきます。本日はどうかよろし

くお願いいたします。 

 

景山防災部長  

議題の前に少しお時間をいただきましてご説明とさせていただきたいと思います。この度皆

様には雲南市防災会議の委員就任をお願いいたしましたところ、ご多忙中にも関わらずご承諾

いただきまして誠にありがとうございました。委員の皆さまの任期は本年度より２年間でござ

いまして、令和７年３月３１日までとなっておりますのでよろしくお願いいたします。なお委

嘱状につきましてはお一人ずつお渡しすべきところでございますが、それぞれお手元への配付

に替えさせていただきますのでご理解のほどよろしくお願いいたします。また委員の皆様のご

紹介につきましては配付しております名簿を持って替えさせていただきますのでご了承のほど

よろしくお願いいたします。 

次に事前配付資料の確認をお願いいたします。まず、本日の会議の議題、次に委員の名簿、雲

南市防災会議条例、資料１雲南市地域防災計画及び雲南市水防計画の改定概要、次に風水害対

策編の主な修正内容、震災対策編の主な修正内容、原子力災害対策編の新旧対照表、水防計画の

主な変更箇所一覧表、以上でございますが配付漏れ等ございませんでしょうか。なお、本日の会

議は公開とさせていただいております。また会議録作成のための録音及び市ホームページへの

掲載につきまして、あらかじめご了承いただきますようよろしくお願いいたします。 

また議員の皆様お二方に１台マイクを準備しております。ご質問ご意見をいただく際にはマ

イク台座のスイッチを押していただきまして、マイク先端の赤い表示がつきましたらご発言を

お願いいたします。なお終わられましたら必ずスイッチを切っていただきますようお願いいた

します。何台か同時にスイッチが入っておりますと、混線しますのでよろしくお願いいたしま

す。また事前に配付いたしました資料につきましてはデータ送付などご指定いただいた方法で

お送りしておりますので、本日お持ちいただいていない委員様もいらっしゃると思いますが、

会議中必要となりました場合は必要箇所をスクリーンに投影して対応させていただきます。ま

た前にはありますが、冊子版を用意しております。５冊と限られた冊数ではございますが必要

に応じてご確認ください。 

なお、本日ご審議いただいて、修正、確定した部分の差し替え版と地域防災計画資料編につき

ましては、ご指定いただいた方法にて後日別途送付をさせていただきます。 
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それではこれより議事に入りたいと思います。議事の進行は会議運営要綱第２条の定めによ

り石飛会長が進めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

石飛市長 

はい、それでは私が議事を進行させていただきますのでご協力よろしくお願いいたします。 

議題の１、雲南市地域防災計画及び雲南市水防計画について風水害等対策編および震災対策

編、原子力災害対策編、雲南市水防計画について一括して事務局から説明を願います。 

 

女鹿田防災部次長 

失礼いたします。防災部の女鹿田でございます。はじめに風水害対策編および震災対策編に

ついて説明をさせていただきます。座って説明させていただきます。 

資料 No.１の上が青く網掛けしてありますけども、そちらの書類と、それと風水害等対策編の

主な修正内容、こちらを並べてご覧いただければというふうに思います。よろしくお願いいた

します。資料 No.1 で風水害等対策編が１から１９までございますが、こちらは主な修正内容と

いうことで載せております。こちら全ての説明ではございませんが、かいつまんでこちらから

説明をさせていただきたいと思います。修正の内容といたしましては、国の防災基本計画及び

県の地域防災計画の修正の反映ということでございます。それと、市独自の修正分もございま

す。そちらそれぞれ説明をさせていただきたいというふうに思います。 

まず資料 No.１で（２）に書いております、第２編第１章第１節で浸水災害の予防、流域治水

の取り組み推進ということで、修正内容では、１ページの下段になります。流域治水の取り組み

推進ということで、「気候変動による影響を踏まえ」というところを追加されまして、下では集

水域を含めた流域全体のあらゆる関係者が共同し、流域治水の取り組みを推進するというふう

に流域治水の取り組みの推進が追記されておるということでございます。 

続きまして（３）でございます。「盛土による災害防止の対応追記」ということで、２ページ

になります。これは新設されたものです。盛土による災害の防止ということで取り組み強化と

いうところが追加されたもので、追記しております。 

続いて（４）では「電源確保に再生可能エネルギー等の活用を追記」ということで２ページの

下になります。再生可能エネルギー等の代替エネルギーシステムや電動車の活用を含めたとい

うことで再生可能エネルギー等の活用が謳われております。 

続いて（６）です。避難予防対策でございます。こちらは非常用電源の確保と、要配慮者への

配慮の追記、それと市の取り組みといたしまして、防災拠点自動車駐車場に指定された道の駅

を防災上重要な拠点として位置付け、ということでございます。修正内容では４ページになり

ます。まず真ん中のところに再生可能エネルギーの活用を含めた非常用発電設備の整備に努め

るということです。下に道の駅さくらの里きすき、掛合の里の拠点利用ということで、これは市

の取り組みということで追記をしております。防災拠点自動車駐車場ということで令和４年３

月に国土交通大臣から指定を受けております。こちらにつきましては、市といたしましても防

災上の重要な拠点ということで、多目的スペースの確保に努めるというふうにしているもので

ございます。 
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続きまして、飛びますが（１１）では市の取り組みとして組織機構の変更ということで市の体

制が４月から変更しております。そちらを修正ということで記載しております。 

続いて（１２）は安否不明者の氏名等公表ということでございます。１１ページになります。

追記になっている部分です。迅速な把握ということが大事になっているということで、こちら

情報収集、あるいは安否不明者の氏名等を公表し、その安否情報を収集、精査することにより、

速やかな安否不明者の情報収集に努めるというふうに追記しております。 

続きまして１枚めくっていただきまして、１２ページの（１４）でございます。修正内容につ

いては１３ページになります。県及び市の取り組みがあります。同じような書きぶりでござい

ますが、気象防災アドバイザー等の専門的、技術的な助言を活用し、適切な判断を行うというこ

とで、雲南市におきましても昨年６月から、今日こちらにもお出かけいただいております堀江

安男アドバイザーとして委嘱させていただいております。適宜、気象に対してアドバイスをい

ただいとるというような状況でございます。そちらを追記しております。 

続いて、（１５）については県の取り組みとして掛合の道の駅を第一次防災拠点に修正という

ことです。１４ページに記載をしております。広域的な防災拠点となる道の駅で、道の駅掛合の

里については第一次、その他の道の駅については第２次の防災拠点ということにしております。

県の取り組みに合わせた修正でございます。 

続いて、（１６）は市の取組みとして、雲南市災害廃棄物処理計画に対する委任という事で、

雲南市では令和３年３月に雲南市災害廃棄物処理計画を策定いたしております。細かい部分に

ついては、こちらの処理計画に基づくものとするというようなことで委任をしているというも

のでございます。 

続いて飛びますが（１９）です。雪害への対策という事で、大雪に対する対策という事で、国、

県の修正に合わせた修正で、大規模の立ち往生が発生し滞留車両の開放に長時間を要すると見

込まれる場合というようなところの対策を書いているというものでございます。 

大まかな所をかいつまんで説明させていただきました。風水害等対策編につきましてはその

ような形でございます。そして、震災対策編は同じような形で国の防災基本計画、あるいは県の

地域防災計画、こちらの反映というような形になっております。市の独自の対応についても同

じように対策をしているということでございます。特に風水害等対策編等の変わった所はござ

いませんでしたので、説明は省略させていただきたいというふうに思います。よろしくお願い

をいたします。 

 

中村原子力防災対策室長 

それでは続きまして原子力災害対策編の説明をさせていただきます。原子力防災対策室の中

村でございます。よろしくお願いいたします。それでは座って説明させていただきます。先ほど

と同じく修正概要と、それから新旧対象の表を一緒にご覧いただきたいと思います。 

まず概要でございますが、１番といたしまして計画の概要ということでございます。市の地

域防災計画原子力災害対策につきましては、第１章の総則に始まりまして、第５章の原子力災

害中長期計画までの構成ということになっております。 

大きな 2 番、主な修正点でございますが（１）といたしまして原子力災害対策指針の改正を
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反映させているというところでございます。用語の意義や語句の修正がございまして、新たに

「原子力災害に対応する医療機関等」の追加、あるいは処理すべき事務または業務の修正とい

うことで、こちらは新旧対照表の４ページをお開きいただきたいと思います。４ページの下段

から５ページの上段にかけてでございますが、右側を修正後として赤書きしておりますが、新

たに基幹高度被爆医療支援センターという形で新しく機関が入っております。また処理すべき

事務とか業務の大綱につきましては、それぞれこちらの修正等あるいは新設ということで記載

をしている所でございます。 

続きまして概要の（２）防災基本計画の改正ということでございまして、情報の収集、連絡、

緊急連絡体制および通信確保の修正といたしまして、こちらの新旧対照表９ページをご覧いた

だきたいと思います。９ページの上、第２節のところでございます。情報収集、連絡、緊急連絡

体制及び通信の確保ということで、この防災基本計画で新たに追記がされております。赤書き

でここに追記したというところでございます。 

続きまして概要の（３）島根県地域防災計画原子力災害対策編の改正を反映しております。①

②でございますが、緊急事態の応急体制整備の修正、②でオフサイトセンターにおける原子力

災害合同対策協議会等の体制の修正について、こちらは新旧対照表に戻っていただきまして６

ページをお願いいたしたいと思います。まず上段、島根県の安全協定につきまして追記を行っ

ております。また下段につきましては県の防災計画の修正等を反映させていただいているとい

うところでございます。 

③につきましては新旧対照表の８ページをご覧いただきたいと思います。８ページの下段第

４節のところでございますが、これまで連絡となっていたところを要請という言い方に変えて

おります。こちらも県の地域防災計画の記載を反映しているというところでございます。 

概要ですね（４）から以下（７）までございます。これについては地域防災計画の風水害対策

編あるいは震災対策編等の修正と整合性を図っております。以下、原子力災害対策の概要につ

きまして組織の改編に伴う修正や、島根県から頂きました助言、勧告あるいは所要、時点の修正

を行っているということで、今回の原子力災害対策編の改正を行っているところでございます。 

以上、原子力災害対策の修正概要についてご説明をさせていただきました。よろしくお願い

いたします 

 

女鹿田防災部次長 

それでは続きまして雲南市水防計画の修正について説明します。こちら資料ナンバー１の一

番最後のページをご覧ください。雲南市水防計画の修正概要についてでございます。さらにも

う一つ資料として令和５年度雲南市水防計画主な変更箇所一覧表ということで、これも上部を

青で色付けしてありますが、こちらの主な修正箇所ということで載せておりますが、こちらよ

りも修正概要が詳しく載っておりますのでこちら修正概要で説明させていただきたいと思いま

す。 

①から⑪まで載せてございます。①で水防組織の責任、雲南市の水防組織ということで組織

機構の見直しに伴う修正で、②として顕著な大雨に関する気象情報についての説明文の修正と

いうことで、先ほど市長よりありました通り、線状降水帯という名前を使ってこの顕著な大雨
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に関する気象情報を提供するということにされております。それに対する修正ということでご

ざいます。 

③につきましては、雨量、水位カメラ、画像の観測と通報および公表ということで、県管理カ

メラの情報の反映、河川監視カメラの活用についての説明文を追記してございます。 

④につきましては、三刀屋川に新たに新三刀屋水位観測所に水位設定がされました。そちら

の設定に伴う修正ということでございます。 

⑤は洪水浸水想定区域の指定でございます。こちらは、これまでの水位周知河川で指定され

ていた部分以外の県管理河川についても、洪水浸水想定区域の指定がされていない所でも浸水

想定区域図が作られるということになっておりますのでそのようなところを書いているもので

ございます。 

大規模氾濫減災協議会につきましては、土砂災害の減災対策についても議題となっていると

いうことで、そのような内容を説明文に追記しております。啓発活動については水防の啓発活

動を行うというようなところを記載しているということでございます。 

⑧については浸水想定区域図策定状況ということで、今後、先ほどの浸水想定区域図の策定

範囲が広まったということでそのような情報を追記していくというものでございます。 

続いて⑨については、危険な箇所一覧ということでそれぞれ修正と追加がされているという

ことでございます。 

⑩について災害対策用機械配置一覧表ということで追加修正があった部分について記載して

いるということです。 

⑪につきましては、それ以外のところで計画全体にわたる文言の修正等をしているというこ

とで、島根県の水防計画の変更を踏まえた修正をしているということでございます。 

以上で、雲南市水防計画の修正概要について説明させていただきました。 

 

石飛市長 

説明が終わりました。委員の皆様からご質疑あるいはご意見を賜りたいと思います。どうい

った内容でも結構でございますので、挙手の上、ご発言をよろしくお願いいたします。 

はい、特に今ご発言になられることございませんでしょうか。もしお気づきの点がございま

したら、後ほどでも結構でございますので、事務局にご一報いただければというふうに思いま

す。それではこれでご説明、議事を終わらせていただきます。 

 進行を事務局に戻させていただきます。 

 

景山防災部長 

それではご審議をいただきまして誠にありがとうございました。冒頭申し上げましたように

計画の修正後、確定した部分の差し替え版と地域防災計画資料編につきましては、ご指定いた

だきました方法にて後日別途送付させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

続きまして、せっかくの機会ですのでその他といたしまして、原子力災害に備えた地区別広

域避難計画パンフレットにつきまして前方のスクリーンを使ってご説明をさせていただきます

のでよろしくお願いいたします。 
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中村原子力防災対策室長 

それでは原子力防災パンフレットにつきましてご説明をさせていただきたいと思います。昨

年度令和４年でございますけど、島根県と周辺の４市共同でこういったパンフレットを作って

おります。今日のところは前のスクリーンでご説明させていただきたいと思いますが、こちら

に全てのパンフレット、紙のベースものをお配りしたものを用意しておりますので、また後ほ

ど参考までにご覧いただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

こちらのパンフレットでございますが、原子力災害に備えた地区別広域避難計画パンフレッ

トと言っておりまして、表面にはこのように避難ルート等を書いたもの、それから裏面が原子

力災害の概要等について、また取り組みについて書き出しているということで、これは本年３

月から４月にかけまして市内の各世帯にお配りをさせていただいているところでございます。 

それではスクリーンでご覧いただきたいと思います。先ほど申し上げましたように表面につ

きましては今ご覧いただいたようにＡ４版の蛇腹折りで両面の８ページということになってお

ります。表面については対象地区からの避難ルート図ということでございまして、雲南市にお

きましては原子力発電所から概ね３０ｋｍ圏内に４つの町で１５地区が該当しているところで

ございます。そのためにこの避難ルートマップにつきましては１５種類のパンフレットがある

というふうにご覧いただきたいと思います。 

表面の避難ルートでございます。１ページ目でございます。避難が必要になった地区から今

度は広域避難先、そこの避難所までの全体的な動きを示しているところでございます。続いて

２ページ目はですね、避難ルートマップということでこれは同じように避難元から避難先まで

の広域な的な地図になっております。 

次に３ページ目でございますが、こちらは避難先自治体近辺の周辺の情報図ということで、

こういった形の場所へ行っていただくということで、若干詳細な図になっているところでござ

います。 

そして表面最後の４ページ目でございますが、こちらはですね広域避難所へ行っていただく

ところの誘導を行うというところで避難経由所というものがございます。避難経由所の周辺の

ところでここに集合していただいて、そこから今度は避難所へ案内するというような形の周辺

図ということになっております。 

続きまして、裏面、先ほど言いました概要でございます。こちらは原子力災害の概要や、災害

に備えた対応の概要ということで示しております。まず発電所からおおむね５ｋｍから３０ｋ

ｍ以内これをＵＰＺと呼んでおりますが、この内の対応方法をこちらに示しているところでご

ざいます。 

続きまして２ページ目でございますが、こちらは原子力災害とはどういった災害であるかと

いうこと、あるいは事故や災害の情報の発信、入手の方法、それと次に災害時の防護措置と呼び

ますけど、あるいは広域避難等々の内容に取り組みについて記載をしているところでございま

す。 

そして最後の４ページ目になりますけど、避難の際の準備等ということで非常持ち出し品と

かですね、また留意事項等をこちらに記載しておりまして、チェック票とともにリストをつけ
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ておりますので、使っていただくということにしているところでございます。 

そして、先ほども申し上げました通り、各世帯にお配りをさせていただいております。併せま

して市のホームページもこの地区別に掲載をしているところでございますのでご紹介をさせて

いただきたいと思います。 

パンフレットを作りましたことによりまして、今後、より避難計画の実効性を高めていくと

いう上で出前講座等に活用してまいりたいと思っております。また市民の皆さまの避難計画へ

の一層の理解促進を図っていきたいというふうに考えているところでございます。 

以上、簡単でございますが原子力災害に備えた地区別広域避難計画パンフレットの説明とさ

せていただきますよろしくお願いいたします 

 

景山防災部長 

簡単ではございますが、説明を終えさせていただきました。委員の皆さまからご指摘やご意

見、ご質問等ございましたらお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

無いようですのでまたお気づきの点等ございましたら、こちらの防災部までご連絡をいただ

きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。ではこれにてその他事項は終わらせていた

だきたいと思います。 

 

石飛市長 

せっかくの機会ですので、何かご発言があればお受けさせていただきたいと思います。はい

どうぞ。 

 

熊谷委員（松江地方気象台） 

お時間頂いてすいません。松江地方気象台の次長で、４月から勤務しております熊谷と申し

ます。本日はどうもご苦労様です。連日のニュースでも言っております通り、大雨の可能性とい

うのが再び今夜から明日にかけて出てきておりますので、ちょっとここで時間をいただきまし

てご説明させていただきたいと思います。 

先日５月２９日頃ですね、梅雨に入梅したということでちょっと例年よりも早めに入って島

根県についても、大雨が出雲市では洪水警報が出たというところです。その大雨の回復もまま

ならない状況のうちに、また今回大雨の予想があるということで、予想にはまだ揺らぎがある

ということですが、島根県の影響がどれぐらいになるかっていうのはまだ確実なところは見通

せないんですけども、十分に、特に土砂災害、そういったところにはですねこの雲南市、特に中

国山地沿いのところでは土壌の回復が十分でありませんので、十分気をつけていただければと

考えております。また、最新の資料は気象台から提供させていただきますので、確認お願いいた

します。 

それからもう一点、線状降水帯、冒頭に石飛市長からも昨今の激甚化した大雨災害というこ

とでご説明があった通り、線状降水帯に関して特にこのような前線の南側で組織化する雨雲に

ついてですね、可能性が高くなると考えております。そして今回の現象につきましては、南海上

にある台風第２号、これが影響しておりまして直接本州にかかってくるということではないん
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ですけども、北上に伴って暖かく湿った空気が本州付近まで流れ込むことによって前線が強化

されて、それによって各地で大雨になる可能性が高いと考えております。特に大きな影響が予

報されるのが、本州の中部から南側、太平洋側の地域だと思いますけども、その前線の振る舞い

によってですね、先ほども申しました通り島根県でも特に土砂災害などへの影響があると思い

ます。線状降水帯の情報に関しては先月５月２５日より、これまでの実況情報での顕著な大雨

に関する情報だったところから、最大で３０分早く予測を交えて提供できるように改善されて

おります。 

今回の現象でひょっとしたら全国どこかでこの顕著な大雨に関する情報が予測で発表される

ということの可能性がありますので、島根県でなければもういいんだと思うんですけども、そ

れ以外のところでもそういった情報が出る可能性があるということでご留意いただければと思

います。それから最後に、気象防災アドバイザーとして雲南市でご活躍されている堀江さんの

ことで、私も山陰中央新報で確認させていただいて、非常に頑張って取り組まれているなと感

銘を受けたところです。まさにこの雲南市において、この地域防災の強化に向けて最先端の取

り組みをされている地域だということで全国から注目が集まっているところだと思いますので、

引き続きですねこのような形で今日あのお集まりの皆さんのご協力いただきながら、防災減災

にですね努めていきたいと気象台でも思っておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。

以上です。ありがとうございます。 

 

石飛市長 

はい、ありがとうございました。せっかくの機会ですので、何かご発言いただける方いらっし

ゃいますでしょうか。無いようですね。 

それでは、スムーズなご審議ありがとうございました。先ほど気象台からもお話がございま

した通り、もう今日明日にでもですね、そうした災害が起こる可能性がある。全国を見ましても

本当に毎年大きな災害が起こっている。風水害だけではなくて地震も先日石川県でもございま

した。本当にいつどこで起こるかわからないということで、本当この災害に対してしっかりと

した備えをしてまいりたいと考えております。何よりもお皆様方との情報の共有、この情報の

伝達これが一番だというふうに思っておりますので、今後ともどうか密接な連携、情報交換を

よろしくお願い申し上げます。本日は誠にありがとうございました。 

 

 

以上 
 


